
群
馬
県
前
橋
市
の
中
央
を
川
が
流
れ
て
い
る
。
仙
台

の
川
の
名
と
同
じ
広
瀬
川
で
あ
る
。
川
の
畔
は
市
民
憩

い
の
場
所
で
人
々
が
良
く
散
策
し
て
い
る
。
前
橋
の
生

ん
だ
詩
人
荻
原
朔
太
郎
の
生
家
も
こ
の
近
く
に
あ
っ
た
。

私
は
埼
玉
県
に
住
み
三
十
数
年
、
前
橋
の
街
に
は
余
り

馴
染
み
が
な
か
っ
た
。
群
馬
県
を
舞
台
に
し
た
小
説
を

二
編
執
筆
し
た
こ
と
が
縁
と
な
り
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

パ
ネ
ラ
ー
に
駆
り
出
さ
れ
た
り
、
講
演
を
依
頼
さ
れ
た

り
、
群
馬
テ
レ
ビ
か
ら
取
材
を
受
け
講
演
の
映
像
が
翌

日
の
ニ
ュ
ー
ス
番
組
で
放
映
さ
れ
、
「
今
話
題
の
人
」

生
番
組
出
演
を
更
に
要
請
さ
れ
一
ヶ
月
後
に
局
舎
に
出

向
い
た
り
し
た
。
そ
う
し
た
機
会
が
も
し
無
か
っ
た
な

ら
ば
こ
の
川
の
名
も
知
ら
ず
、
川
の
畔
の
小
さ
な
私
設

の
美
術
館
の
存
在
す
ら
知
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

昭
和
四
十
年
始
め
て
就
職
し
た
場
所
は
高
崎
で
あ
る
。

岩
鼻
町
の
社
宅
に
住
ん
で
い
た
の
で
、
休
日
に
買
物
や

映
画
を
観
に
出
掛
け
た
高
崎
に
は
土
地
勘
が
あ
る
。
時
々

車
で
前
橋
に
も
出
掛
け
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
広
瀬
川

の
名
は
全
く
知
ら
ず
に
い
た
。
岩
鼻
の
鬱
蒼
た
る
森
の

奥
広
大
な
敷
地
に
昔
陸
軍
の
火
薬
廠
が
あ
っ
た
が
、
現

在
三
分
割
す
る
よ
う
に
そ
の
森
を
切
り
開
き
「
群
馬
の

森
公
園
」
と
「
日
本
原
子
力
高
崎
研
究
所
」
、
私
の
勤

め
た
「
日
本
化
薬
高
崎
工
場
」
が
存
在
し
て
い
る
。
工

場
は
昔
岩
鼻
作
業
所
と
い
っ
て
火
薬
を
製
造
し
、
後
に

医
薬
品
製
造
の
工
場
に
転
換
し
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

社
宅
の
あ
っ
た
場
所
に
「
赤
城
の
山
も
今
宵
限
り
」

と
芝
居
や
映
画
で
描
か
れ
た
侠
客
国
定
忠
治
が
襲
っ
た

と
さ
れ
る
岩
鼻
代
官
所
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
石
段
を
登

る
と
社
が
あ
り
、
毎
年
元
旦
に
そ
こ
で
社
宅
の
人
々
が

新
年
の
挨
拶
を
交
わ
す
の
が
慣
わ
し
で
あ
る
。
忠
治
は

妾
と
共
に
隣
地
の
玉
村
に
住
ん
で
い
た
と
聞
く
。

広
瀬
川
美
術
館
は
心
象
の
画
家
故
近
藤
嘉
男
の
自
宅

兼
ア
ト
リ
エ
と
し
て
広
瀬
川
の
畔
（
現
前
橋
市
千
代
田

町
）
敗
戦
後
間
も
無
く
昭
和
二
十
三
年
に
建
設
さ
れ
た
。

子
供
の
絵
画
教
室
「
ラ
ボ
ン
ヌ
」
や
彫
刻
教
室
「
生
活

造
形
実
験
室
」
を
開
設
し
人
々
に
芸
術
を
広
め
る
運
動

を
展
開
す
る
。
大
き
な
格
子
窓
か
ら
燦
々
と
降
り
注
ぐ

さ
ん
さ
ん

緑
と
光
り
を
豊
富
に
取
り
込
み
、
戦
禍
を
受
け
た
前
橋

市
民
に
希
望
と
勇
気
を
与
え
て
き
た
。
戦
後
の
建
築
物

と
し
て
日
本
で
最
初
の
国
登
録
有
形
文
化
財
と
し
て
登

録
さ
れ
た
の
も
頷
け
る
。
平
成
九
年
に
美
術
館
に
改
め
、

平
成
二
十
年
に
改
築
し
多
目
的
ホ
ー
ル
や
喫
茶
コ
ー
ナ

を
各
種
の
小
イ
ベ
ン
ト
開
催
す
る
広
瀬
川
美
術
館
と
し

て
生
ま
れ
変
っ
た
。
文
化
人
が
気
軽
に
立
寄
る
こ
と
で

知
ら
れ
る
。
月
曜
日
が
休
館
日
で
入
場
料
は
五
百
円
。

２
０
０
４
年
県
内
で
ロ
ケ
を
し
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

映
画
「
蚕

そ
の
不
思
議
そ
の
恵
～
家
の
蚕
と
山
の
蚕
～
」

を
製
作
し
た
櫻
井
監
督
が
自
身
の
映
像
展
「
櫻
井
顕
と

仲
間
展
」
を
開
い
た
。
読
売
新
聞
が
一
月
二
十
五
日
の

群
馬
版
で
『
絹
の
町
、
絶
や
す
な
』
の
見
出
し
付
き
で

報
じ
た
。
国
内
の
絹
需
要
の
低
迷
で
国
内
の
製
糸
工
場

は
二
社
の
み
と
な
っ
た
。
県
内
で
は
安
中
の
碓
井
製
糸

農
業
協
同
組
合
だ
け
で
あ
る
。
櫻
井
監
督
は
自
身
が
育
っ

た
と
い
う
だ
け
で
な
く
上
毛
カ
ル
タ
に
「
県
都
前
橋

生
糸
の
市
」
と
詠
ま
れ
、
「
日
本
の
近
代
化
を
支
え
世

い

と

ま
ち

界
を
リ
ー
ド
し
た
県
内
養
蚕
業
の
火
を
消
す
わ
け
に
い

か
な
い
」
と
事
あ
る
ご
と
に
熱
っ
ぽ
く
語
り
自
ら
行
動

し
て
き
た
映
画
監
督
で
あ
る
。
日
本
初
の
富
岡
の
官
営

製
糸
場
は
世
界
遺
産
候
補
に
な
っ
て
観
光
客
を
集
め
て

い
る
が
、
そ
れ
も
明
治
三
年
前
橋
藩
が
機
械
式
製
糸
工

場
を
日
本
で
始
め
た
こ
と
に
端
を
発
し
て
い
る
こ
と
を

前
橋
市
民
で
す
ら
知
る
者
は
少
な
い
。
展
示
で
も
前
橋

の
過
去
の
実
績
と
栄
光
を
忘
れ
る
な
と
警
告
を
発
し
で

い
る
。
仲
間
講
演
者
は
数
名
で
、
賛
同
の
私
も
『
奇
妙

な
羽
衣
伝
説
』
で
養
蚕
業
の
凋
落
を
描
い
た
こ
と
も
あ

り
「
今
話
題
の
本
と
群
馬
の
シ
ル
ク
」
と
題
し
て
講
演

要
請
さ
れ
た
。
読
売
の
告
知
報
道
が
あ
っ
た
に
も
関
わ

ら
ず
櫻
井
監
督
の
撮
っ
た
映
画
を
美
術
館
に
観
に
き
た

人
々
は
少
な
か
っ
た
。
私
の
講
演
は
、
一
月
十
八
日
と

二
月
二
十
一
日
の
計
二
回
。
話
題
の
本
と
は
富
岡
七
日

市
藩
を
描
い
た
『
七
日
市
藩
和
蘭
薬
記
』
で
あ
る
。

本
は
県
内
で
意
外
と
売
れ
行
き
良
く
、
マ
ス
コ
ミ
は

読
売
新
聞
が
拙
著
を
取
上
げ
た
の
を
皮
切
り
に
、
地
元

上
毛
新
聞
が
書
評
と
記
事
で
二
回
、
群
馬
テ
レ
ビ
が
初

回
講
演
時
の
模
様
を
取
材
放
映
、
二
回
目
も
二
人
の
男

女
ア
ナ
の
Ｑ
＆
Ａ
に
応
え
る
ト
ー
ク
番
組
「
ピ
ッ
ク
ア
ッ

プ
ぐ
ん
ま
」
と
い
う
生
番
組
に
「
今
話
題
の
人
」
と
し

て
出
演
機
会
を
得
た
。
最
近
自
治
体
関
連
の
人
々
が
本

を
読
ん
で
い
る
こ
と
を
知
り
、
女
性
ア
ナ
の
最
後
の
Ｑ

「
こ
の
本
で
群
馬
県
の
人
々
に
ど
ん
な
と
こ
ろ
を
感
じ

て
欲
し
い
か
・
・
」
Ａ
「
土
地
の
基
盤
や
精
神
風
土
が

軟
弱
で
も
、
そ
の
土
地
が
住
む
人
に
と
っ
て
の
舞
台
で

あ
る
こ
と
、
地
方
自
治
や
地
域
経
営
も
主
人
公
宮
脇
一

之
丞
の
生
き
方
を
例
に
幕
藩
時
代
の
歴
史
を
学
ぶ
こ
と

で
そ
の
閉
鎖
性
に
活
路
が
開
け
る
の
で
は
な
い
か
」
と
、

七
～
十
分
の
緊
張
し
た
時
間
帯
を
締
め
括
っ
た
。

放
映
後
、
面
談
取
締
役
執
行
役
員
か
ら
お
褒
め
の
言

葉
を
戴
い
た
の
み
な
ら
ず
、
埼
玉
で
三
月
二
十
八
日
実

施
の
初
の
朗
読
コ
ラ
ボ
【
優
し
い
ピ
ア
ノ
に
包
ま
れ
て

…
「
シ
ャ
ン
ソ
ン
と
朗
読
の
コ
ラ
ボ
」
】(

於
カ
フ
ェ
ギ
ャ
ラ

リ
ー
・
シ
ャ
イ
ン

℡
０
４
８-

８
３
３-

１
０
４
５)

を
、
テ
レ
ビ
埼
玉
報

道
制
作
局
長
に
紹
介
の
労
を
執
っ
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。

広
瀬
川
美
術
館
の
二
回
目
の
講
演
は
、
前
日
群
馬
で

雪
が
舞
っ
た
が
一
転
当
日
初
春
の
陽
光
に
恵
ま
れ
た
。

司
会
役
の
櫻
井
監
督
、
美
術
館
オ
ー
ナ
ー
や
館
長
、
高

野
長
英
を
匿
っ
た
中
之
条
名
家
の
ご
子
孫
、
元
工
業
試

験
場
場
長
、
読
売
新
聞
社
藤
岡
支
局
長
、
Ｐ
Ｅ
Ｐ
Ｏ
副

セ
ン
タ
ー
長
、
鬼
石
の
従
兄
妹
夫
婦
、
マ
ス
コ
ミ
告
知

い

と

こ

に
よ
る
読
者
参
加
の
温
か
い
視
線
に
も
囲
ま
れ
、
美
術

館
の
部
屋
が
一
級
の
地
元
文
化
人
の
集
い
と
な
っ
た
。

講
演
後
和
気
藹
々
の
雰
囲
気
の
内
に
、
意
見
交
換
が
行

あ
い
あ
い

わ
れ
演
者
の
私
も
久
々
に
充
実
感
を
味
わ
っ
た
。

了
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講
演
随
想
録-

Ⅱ

-

平
成
二
十
一
年
二
月
二
十
三
日-

広
瀬
川
美
術
館

た
な
か
踏
基


